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外野フェンスの無いホームランライン際でのプレイの処置について
西神戸須磨リーグでは、複数の公式戦会場(各小学校グラウンド、その他グラウンド)でホームランラインの引かれているグラウンドがあります。

公認野球規則では基本的に囲われたグラウンドで試合が行われる事が前提となっており、ほとんどの試合会場でボールデッドラインを引いて試合をする少年野球界では、解釈の違いによるトラブルが発生するケースがあり、明確にして行く必要があります。ちなみに首都圏L、DL、神戸市少年団野球などでは、ホームランライン際でのプレイの処置についてのトラブルを回避するため、各連盟でローカルルールが決められています。
このホームランライン際でのプレイでは

A. 野手がフェアの飛球を捕球後ホームランラインを越えてしまう。

B. 野手がフェアの飛球を捕球と認められない状態でホームランラインを越えてしまう。

C. ホームランライン上にフェアのインフライトボールが落ちた場合

[インフライト＝飛球]

以上のプレイが発生した場合、西神戸須磨リーグではローカルルールが決められていない状況です。
ABCのプレイが発生した場合、公認野球規則で判断して行きますと以下を参考して行くことになります。

定義15キャッチ(捕球)

野手が、インフライトの打球、投球または送球を、手またはグラブでしっかりと受け止め、かつそれを確実につかむ行為であって、帽子、プロテクター、あるいはユニフォームのポケットまたは他の部分で受け止めた場合は、捕球とはならない。 

5.06(b)(3)次の場合、打者を除く各走者は、アウトにされるおそれなく１個の塁が与えられる。
(C)野手が飛球を捕えた後、《ボールデッド個所に踏み込んだり、倒れ込んだ場合。》
【原注】野手が正規の捕球をした後、《ボールデッド個所に踏み込んだり、倒れ込んだ場合、》ボールデッドとなり、各走者は野手が《ボールデッドの個所に入ったとき》の占有塁から１個の進塁が許される。
よって公認野球規則との整合性から判断しまして、下記を西神戸須磨リーグのローカルルールとする。

1 フェアテリトリーで飛球を捕らえた後(捕球と認められる、またはアウトの宣告あり)に勢いでホームランラインを越えた場合はボールデッドとなり、5.06(b) (3) (C)によって打者を除く各走者は外野手がホームランラインを越えた時の占有塁から一個の進塁が許される。

2 外野手がホームランライン際で飛球を捕らえつつ(まだ捕球と認められない)勢いで体もボールもホームランライン外へ出た場合はホームランとする。

【注】捕球されたか否かの裁定は審判員によって行われ異議を申し立てることは出来ない。8.02(a)
3 ホームランライン上にフェアのインフライトのボールが落ちた場合はホームランとする。5.05(a)(5)　
競技者必携規則適用上の解釈(24)
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